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【【【【    背景背景背景背景    】】】】    
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【【【【    前回の実証前回の実証前回の実証前回の実証効果効果効果効果    】】】】    
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・発達障がいがあり、自分の気持ちを伝えることが苦手で何を聞かれても楽しいとしか表現できなかった生徒が、感

情をタブレット上のアニメーションやゲージで選択するソフトウェアを活用することで、新たに悲しい・疲れたなどの感

情とその度合を表現できるようになりました。 

・知的障がいがあり、昨日の出来事などを伝えることが難しかった生徒が、5W1Hをタブレット上の画像や絵カードから

選択して伝えるソフトウェアを活用することで、日々の生活での出来事や学校行事を他の生徒の前で発表できるよ

うになりました。 

 

写真：2016年1 月から 3月に行われた実証での授業風景 

 

【【【【    今回の今回の今回の今回の実証実証実証実証概要概要概要概要    】】】】    

1. 1. 1. 1. 実証実証実証実証期間期間期間期間：：：：    2016年 9月 30日～2017 年3月 31日（約 6ヶ月）    

2.2.2.2.    協力校協力校協力校協力校（（（（6666 校校校校））））：：：：    

   香川県教育委員会ならびに小豆島町教育委員会の協力を得て、以下の小学校、特別支援学校において、発達

障がいや知的障がい、肢体不自由など、特別な支援が必要な児童生徒の一人ひとりの状態に応じ、学習や学校生

活をサポートするICT利活用を実践します。前回の実証から、新規に小学校1校と特別支援学校 1校が加わり、計

6校での実証を開始します。 

・ 小豆島町立苗羽小学校  （小学校） （所在地：小豆郡小豆島町、校長：川井文代） 

 ・ 香川県立高松養護学校  （肢体不自由特別支援学校）（所在地：高松市田村町、校長：猪熊優子） 

 ・ 香川県立香川中部養護学校  （知的障がい特別支援学校）（所在地：高松市田村町、校長：野瀬五鈴） 

 ・ 香川県立香川西部養護学校  （知的障がい特別支援学校）（所在地：観音寺市出作町、校長：穴吹 弘子） 

・ 香川県立善通寺養護学校   (病弱特別支援学校) (所在地:善通寺市仙遊町、校長：織田潤二) 

 ・香川大学教育学部附属特別支援学校（知的障がい特別支援学校）（所在地：坂出市府中町、校長：惠羅修吉）  

3. 3. 3. 3. 活用活用活用活用サービスサービスサービスサービス：：：：    

        以下のソフトウェアをインストールした富士通のタブレット「FUJITSU Tablet ARROWS Tab」 シリーズを、特別な支援

が必要な児童生徒が学習や学校生活の中で活用します。 

 ・発達障がいや知的障がいの子どもたちの気持ちの表出や出来事の表現・コミュニケーションを、5W1Hごとにキャラ

クターやアニメーションを選択していくことで伝えることができる、コミュニケーション支援ソフトウェア（研究開発中） 

 ・特別な支援を必要とする子どもたちの特性に配慮し、楽しく学習しながら運動機能の促進や知覚統合能力の向上

にも役立つユーザーインターフェースと機能を備えた「FUJITSU 文教ソリューション K-12 特別支援 キッズタッチ」 
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【【【【    今後について今後について今後について今後について    】】】】    

 香川大学と富士通は、共同研究終了後、教育機関、支援センター、保護者などに対して、ソフトウェアの活用事

例、ICT利活用モデルの有効性などについて成果を幅広く公開する予定です。さらにコミュニケーション支援ソフ

トウェアについては、実証結果を踏まえて機能や操作性の改善を図り、製品化を目指します。 

 

【【【【    商標について商標について商標について商標について    】】】】    

記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 

    

【【【【    関連サイト関連サイト関連サイト関連サイト    】】】】    

・「FUJITSU 文教ソリューション K-12 特別支援 キッズタッチシリーズ」紹介サイト：

http://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/school/support/ 

・「School Tablet」紹介サイト：http://www.fmworld.net/biz/schooltablet/index.html 

特別支援教育でのICT利活用の共同研究「ともに学ぶプロジェクト」を開始（2016年1月 7日プレスリリース） ： 

http://pr.fujitsu.com/jp/news/2016/01/7-1.html 

    

以 上 

 

    

<<<<<<<<本件に関するお問い合わせ本件に関するお問い合わせ本件に関するお問い合わせ本件に関するお問い合わせ先先先先>>>>>>>>    

香川大学 

教育学部 坂井研究室 

電話：087-832-1551 

受付時間：9時～17時（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く） 

 

富士通コンタクトライン（総合窓口） 

電話：0120-933-200 

受付時間：9時～17時30分（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く） 


